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大叙事詩『マハーパハーラタJl(Mahabharata， MBhと略〉の中で， 哲学

的内容を多く含む『モークシャダハ Jレマ篇Jl(Mo向。dharma-ρarvan，解脱法

品，Mdhと略)の初めの4章 (MBh12.168~171) は，仏教やジャイナ教に

共通の素材を含む。いまは，その中で，無常観にもとづく出家の志向がうかが

われる 1章 (MBh12. 169)をとりあげてみたい。

Mdhは初め (MBh12. 168) 1乙，悲しみや苦をいかにして克服するかを問題

とし，結局，無欲を教え，渇愛の滅 (t:r明a-k号aya)を最上の楽(幸福〕とす

る。渇愛の滅を説く点は原始仏教とも共通である。さて，無欲とは所有欲の否

定でもある。 ζ乙lと無所有の教えが説かれる (MBh12.170~171)。無所有の

実践は出家し孤独にして無一物の生活をすることである。ジャナカ王に帰せら

れる無所有の歌 (MBh12.171.56)も， ボードァヤの歌 (MBh'12.171. 61) 

も，出家遁世を前提としている。

乙れまで出家遁世については，未だ十分にふれなかったので，以下に考えて

みたい。
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無常観と出家志向〈村上〉

第12篇第 169章 (P，D第 175章)

メーダハーヴィンの出家の志(父子の対話)一

1 発端

仏教もジャイナ教も出家を説く。しかもその出家とは，老いてから家督を息

子に譲って隠居するとは限らない。むしろ若い時の出家を説くのである。その

ような出家の教えが，MBhのこの章に説かれていると考えられるのである。

何故に出家して修行しなければならないのか，その理由(無常観)とともに詳

しく説かれる。ここに仏教とも共通の見方が認められる興味深い l意である。

この章は従来の版本においては Mdhに2度繰返される (P.12. 175， P.12. 

277)0 Pはこの章を「父子の対話の物語J(pita-putra-sarp.vada-kathana) 

と呼ぶが， 2度目には「父子の対話J(pi ta -putra -sarp. vada)という。この章

には仏教 (JatakaNo.509 Hatthipala-jataka，その他)とジャイナ教 (Ut-

taradhyayana-sutra XIV)とに共通の詩節が見出され，ヴェー夕、、の読諦等に

対する批判と，無常観と出家の志望が共通に語られている。この章の父子の対

話の筋は Marka'!Z4eya・ρura'!ZaXff. ~こも認められるが，詩句を同一にすると
ころは殆どないようである。

ζの章もユデヒシュテヒラ (Yudhi寺山ira)がピヒーシュマ (Bhi号ma)に

問う形で進められる。

『ユデヒシュテヒラは言った。

あらゆる有類の滅亡をもたらす (sarva-bhüta・k~ayâvaha) 乙の時 (kãla，

時間〉が過ぎ去っていくときに，いかなるよきこと (sreyas)に努力すべき

か。それを私に説かれよ。祖父上よ。J 00 

(MBh Cr. 1. 169. 1， P. 12. 175. 1 = 12.277. 1) 

無常なる時の下に何に努力すべきか，という問いである。無常観はこの章の前

提となる。それに対する解答がこの章の主題となる。

『ピヒーシュ 7 は言った。

ここでも〔人々は)，古き伝承物語(itihasa)を引きあいに出す。〔即ち〕

父と子との対話を〔引きあいに出す。〕それを聴け。ユデヒシュテヒラよ。

(2) 

王よ。 Cヴェーダの〕読請をよろ乙ぷ (svadhyaya・nirata)或る再生族の

者(婆羅門〉に名をメーダハーヴィン (medhavin)という賢明な息子があ
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っ7こ。 (3) 

その息子は， (ヴェーダの〕読請をなすのをよろこんでいた父に言った。

1)(その息子は〕解脱と法(義務，善〉と実利とに通暁し (mok号a-dharmar-

thakusala)，世間の真実に明るいもの (loka-tattva-vicak和平a)であった。

伯

父よ。賢者 (dhira)は一体何を知って〔何を〕なすべきか。人々の寿命

は速かに尽きるのだから。

父よ。それによって〔私が〉法(義務，善〉を行うように，私に意味の連

関に従って順次に説かれよ。(扮』

(Cr.12.169. 2-5， P.12.175. 2-5=P.12. 277. 2-5) 

以上は物語の発端である。この父はヴェーダの読読をよろ乙び，ヴェー夕、、に関

しては疑いをもっていない。しかし息子はそれに満足していないで，更に高き

ものを求めていることが，次の対話から知られる。

2 ヴェーダの学習と四住期の提(父の立場〉

『父は言った。

息子よ。党行(童貞行〉によってヴェーダを学んでから，父祖たちの浄化

のために子供たちを〔儲けようと〉欲すべし。

〔祭〉火を保ち規定(儀軌)の通りに供犠を捧げて， (それから出家して〕

森に入って，それから聖者(牟尼)となろうと願うべし。 (6)j

vedan adhitya brahma-carye:Q.a* putra putran icchet pavanartharp. 

pitf平am/

agnin adhaya vidhivac ce号ta-yaj企ovanarp. pravisyatha munir 

bubhu号et/j2)

(Cr. 12. 169. 6， P.12.175. 6， P.12. 277. 6)(*P.12. 277. 6a adhitya vedan 

brahma -carye号u...)

父のいうところは恐らくは四住期 (Cat世話ramya)の捉(法)であろう。

即ちそれは，童貞をまもり師家に住してヴェーダを学び(学生期，党行期)，

家l乙帰って結婚して子供を儲け， 祭火を保ち諸の祭事行為を行い(家住期)，

それから隠棲して森l乙住み(林住期)，更にー処不佳の遊行者となって死期を

待つ(遊行期)というのである。尤も，上においては，林住期と遊行期とが明

確に分けられるのかどうか，はっきりしないようでもある。との四住期の規定

は，法経・法典類の述べると乙ろでもあり，MBhでも後l乙Cr.12.184-185に
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詳しく説かれるのであるが，本章では重視されない。尤も出家を尊ぶ趣旨であ

るから，林住期と遊行期に関係あるともいえようが，前提となるべきヴェーダ

の学習や祭式の実践を問題としていない。父子の対話はヴェーダの宗教(父の

立場)に対する批判(子の立場)を示している。

同様の対話は仏教では ]atakaNo. 509 Hatthipala-jataka(護象本生物語3)。

]ataka vol. IV pp.473-491)の中に見られる。そこでは Esukarin王とその

司祭 (purohita，国師)には子がなかったが， 司祭が樹神 (rukkha-devata)

に強要して Hatthipalaを始めとする 4人の子を儲ける。後に王と司祭(父)

はその子を王位につけようとするが， 4人とも断って出家してしまい，結局，

司祭も王も皆出家してしまったという。この父(司祭〕が長子ノ、ッテヒパーラ

i乙語る言葉(第4偶)が，まさに前述の備と殆ど意味が等しいのである。即ち

『子よ。ヴェー夕、、を学んでから，財を求めよ。息子たちを家に安住させて，

諸香，諸味を全て享楽してから，森(!乙住する〉はよろしい。その主著は称

讃される。jJ(Jataka IV. p.47718-21) 

adhicca vede pariyesa vittarh putte gehe tata patitthapetva 

gandhe rase paccanubhutva sabbarh aranna血 sadhumuni so pasat-

tho 

尤も語句としては正確に対応していない(.iE確に対応しているのは最初の二語

にすぎない〉が，意味上，さきに見た MBh(Cr.) 12.169.6に一致すると見

られる4)。

上の父のことばに対して子は

『ヴェーダも真実ではない。財の獲得も〔真実では〕ない。子を儲けること

によっても老を追い払わない。香，味において離脱することを善人たちは説

く。自分の業によって果の獲得があるjJ(第5偶，1ataka IV. PP. 47729_4782) 

というのであり，更に死と老と病とに人はとらえられていると説いて，出家す

るのである。 MBhの乙の章の備との遂語的に一致する偶は他にはないが，こ

のジャータカの，ヴェー夕、、批判と，老死を克服するために出家修行することを

称揚する立場は，ほぼ共通であると考え白れる。

Hatthipala-jatakaと話の筋が類似し，更に共通な偶を有するものにジャイ

ナの聖典(根本経 Mula-sutta) Uttaradhyayana-sutra (Uttarajjhayava， 

Uttarajjhaya， Utt.と略)XIVのがあり，そこでも本章と共通の備が認められ

る。そ乙では出家を志した 2人の息子と父(司祭)との対話に始まり，司祭も

妻を説得して共に出家し， またそれを聞いた王妃は王 Usuyari (Sanskrit: 

I刊 karinめに出家をすすめる。 乙こでも父が子にいうことばが，先の場合と
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殆ど同様である。即ちその第9偶は乙うである。

ahijja vee parivissa vippe putte paritthappa giharpsi jaya/ 

bhocc砲 abhoe saha i tthiyahirp ara早早agahoha mu羽 pasattha/ / 

(Utt. XIV. 9) 

乙れをサンスクリットにおきかえると次のようになる7)。

adhitya vedan pari ve号yavipran puttran pari号thapyagehe jatan/ 

bhuktva bhogan saha stribhir aral)yakau bhavatarp muni prasastau/ / 

『ヴェー夕、、を学んでから，婆羅門(賢者)たちに食事を給し，生まれた息子

たちを家に安住させて，女達と共l乙享楽を受けてから，森に住し称讃される

聖者となれ。』

ζの文は先の MBh12.169.6のと比較すると，最初の二語は対応しているが

他は正確には対応していない。ただ内容上は趣旨の一致が見られるといえよ

う。先に見Tこ ]ataka509 gatha 4とはよりよく一致している。

さて，乙れに対する息子たちのことばは，さきのジャータカ(第5偶)と同

様にヴェーダの学習に対して批判を加え，

『学んだヴェーダは救い (tal)a=tra早a)とはならず，食を得た再生族(婆

羅門)は闇をもって閣に導く。また生まれた息子たちも救いとはならない。

一体誰が汝のこの〔意見〕に同意するであろうかjJ(Utt. XIV.12)8) 

という。但し婆羅門に食事を供すべしということは，先のジャータカにもMBh

(Cr.) 12.169.6 にもない。上のようなヴェーダの学習に対する明らさまな批

判はジャータカにおいても見られたが，MBhのこの主主にはない。 しかし，ヴ

ェーダの学習を始めとする四住期への批判がそこにおいても意図されている。

なお父が子にヴェーダの学習を始めとする四住期の生活をすべきことを勧め

ることは，Markav4eya司ρuravaX.ll ~13 にも記されており，それに対して

子は輪廻の苦を説き.3ヴェーダの諸の行事は価値なく正しくない(X.28)9)と

説く乙ともそこに見られる。但し先の例との語句の一致は殆どない。それはと

もかく，ヴェー夕、、への批判が広く認められる，といってよいであろう。ヴェー

ダのどういう点を何故に批判するのか，という立ちいった議論は哲学学派の問

題となる10)。

3 無常観と出家修行の志望(子の立場)

MBh 12.169にかえって見ょう。先のような父の乙とばに対して，息子は世

の非常(無常)なる ζ とを説くことになる。
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『息子は言った。

このように世聞が打ちひしがれ，すべてに囲まれているときに，空しから

ぬものどもが過ぎ去るときに，賢者の如く何を言われるのか。

(7) 

evam abhyahate loke samantat* parivarite / 

amoghasu patanti号ukirp. dhira i va bha号ase/ /(ホP.12.277. 7 sarvatab.) 
父は言った。

どのように世間が打ちひしがれているのか。或いは何によって囲まれてい

るのか。

いかなる空しからぬものどもがζ 乙に過ぎ去るのか。一体何で〈汝は〕私を

恐れさせるかのようなのか。 (8)

katham abhyahato lokab. kena va parivaritab. / 
amoghab. kab. patantiha ki:rp.nu bhi号ayasivamam / / 

息子は言った。

世間は死によって打ちひしがれ，老によって囲まれている。乙れら日夜は

過ぎ去る。一体〔あなたは〉どうして覚らないのか。 (9)J

mrtyunabhYahato loko jaraya parivaritab. / 
ahoratrab. patanty ete nanu* kasman na budhyase / / 

(Cr. 12. 169. 7-9， P.12.175. 7-9， P.12. 277.7-9) (*P.12. 277. 9 patanti-

me tac ca) 

上の3備に相当するものは，先のHattipala-jataka(Jataka No. 509)には

ないが， Mugapakkha-jataka (唖壁本生物語11)0 ]ataka No. 538， vol. VI. 

PP.1-30)にある。それは王位に即くことは地獄に行く業を作ることだと思っ

て，出家を志し，生まれてから聾・唖・壁をよそおって通して捨‘てられて，つ

いに出家の機会を得た王子が，後i乙父王と対話を交わして，王l乙教示し，その

結果ついに王も王姐も出家するという物語である。その父王との対話の中に，

上の3偶に丁度対応するものがある。(以下の下線部は前記の MBhの語句と

一致を示している。)

H王子はいう。〕常に世間が打ちひしがれ，そして常に囲まれている。空じ
からぬものどもが過ぎ去るときに，私を王位をもって濡らすのか。

niccam abbhahato loko kena ca pari vari to 

主主堕担型空 vajantisu担旦 maIIlrajjena sincasi (102) (P. 2611一円

〔父王はいう。〕何によって世間が打ちひしがれているか。また何によって固

まれているか。いかなる空しからぬものどもが行き去るか。それを間われて
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私に説明されよ。

kena・m-abbhahato*loko kena ca pari vari to 

kayo amogh! gacchanti tam me akkhahi pucchito (103) (p.261ト 14)

(*abbhagatoを下の註釈 (p.2628) によって訂正した。〕

〔王子はいう。〕世間は死によって打ちひしがれ，老によって固まれているゆ。

空しからぬ亙旦去り行く。このように知れ。クシキトリヤ(王侯)よ。』

maccuD.~abbhãhato loko jaraya parivarito 

空立亘 amoghagacchanti evaIIl janahi khattiya (104) (p.2615-16) 

父王は諸の享楽とともに王位をもって王子の帰還を求めるが，王子は世の非常

なること，死は避けられない ζ とを説きつつ，出家の志を貫く。そのような文

脈の途中に上のような対話がある。なおととでは，父の ζとばの中にヴェーダ

を学習し云々ということはない点では，先l乙見た MBh1.169の文脈とはちが

う。その問題は Hatthipala-jataka(Jataka 509 gatha 5)に述べられてい

ることは，先にふれた。

さらに上の3偶にほぼ対応するのが，Utt.XIV.21-23である。いまその原

文とそのサンスクリット訳と和訳とを示してみよう。〈先の MBhの文と一致

するところを下線で示す〉

abbhahaya:rp.mi loga:rp.mi savvao parivarie / 

amohahi:rp. paQanuhi早 giharp.sina rai平 labhe/ / (Utt. XIV. 21) 

(=abhyahate loke sarvatab. parivarite / 
amoghabhib. patan江bhirgrhe na rati:rp. labhe //)1め

n息子は言う。〕世間が打ちひしがれ，すべてに囲まれているときに，空し
からぬものどもが過ぎ去るのに， c私は〕家において喜びを得ない。』
ke平aabbhahao logo ke早ava pari vario / 

ka va amoha vutta jaya cirp.tavaro hume // (Utt.XIV.22) 

(=kena-abhyahato lokab. kena va parivaritab. / 
坦 va-amogha-uktajatau cintaparo bhavami / /)ω 

n父は言う。〕何によって世間は打ちひしがれ，或いは何によって固まれて
いるか。或いは何が空しからぬものと言われているのか。子供らよ。〔私は〕

気がかりだ。』

maccu平a'bbhahao logo jarae parivario / 

amoha raya平ivutta evaヰl_taya vija平aha// (Utt.XIV.23) 

(= mrtyuna 'bhyahato loko jaraya parivaritab. / 
amogha rajanya ukta evarp. tata vijanita / /) 
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H息子は言う。〕死によって世間は打ちひしカ盟2主主主主盟主主-ClJ'60 
夜は空しからぬものと言われている。父ょ。このように認識されよ。』

以上の3備は先の MBhの偶とよく対応する乙とを見た。

上において，息子のいうと乙ろは，我々は日夜，老死の危機にさらされてい

るのであるから，悠長にヴェーダの学習や家庭生活に時を過ごしていられな

い・というのであろう。無常迅速であり，いつも死の危険に接しているからこ

そ;出家学道を勧めるのは，仏教である，と考えられるけれども，仏教明ら

ない乙とが，ここにも知られるのである。

上の最後の備は MBh(Cr.) 12.309.17 (P .12.321.18)と対比される。そ乙

lこは
『世間は死によって打ちひしがれ， 老によってきいなまされており (pari-

piq.ita) ，空しからぬもの(日夜)が過ぎ去るのに，法の乗物 (dharma-
yana， P. dharma-pota法の船)によって渡れ』

とある。老死につきまとわれているときに，それを克服すべく法即ち善に努め

るべき乙とを強調するのである。

また先の章にかえろう。以下息子のことばが続く。第9備に続いて P (= 

Cr. 12. 465*)は
『そして空しからぬ夜々もまた，常に来てはまた行く(去る)j

という。「空しからぬJ(amogha)という語が繰返されるが，それが夜 (ratri)
の形容とされている。ニーラカンタハは amoghaを説明して『寿命を奪うこ

と (ayur-hara早a)によって結果を伴う夜々』と第7偶の註にいう。寿命は夜

(即ち時)を過ごすごとに短くなるので，夜(時)は重要な意味をもつことを

述べるのだ，というのであろう o 次に

『私が，死はとどまっていないということを知るときに，その私が，どうし

て網によって蔽われてゆきつつ (jalenapihitas caran) (出家学道を〕待と

うとしょうか。(1OH
(Cr. 12. 169. 10， P. 12. 175. 10， P. 12. 277. 10) 
という。上の jalenapihit誌は P では2回とも jnanenapihitasとなって

いる。その意味が「知によって蔽われて町であるのか， I知によって蔽われ
ないでゆ」であるのか，解釈が分かれる。後の解釈はニーラカンタハ 17)による

のであるが， I知によって蔽われj即ち，無常迅速なる乙とを知ったままで，
悠長に待っていることはできない，と解する乙とができょう。 I待つjという

のも明らかでないが，出家学道を遠い将来に待つことはできない，と考えられ

る。

無常観と出家志向〈村上〉

『夜々過ぎ去るごとに，寿命がますます短くなるときに， (ratryarp_ ratryarp_ 

vyatitayam ayur alpatararp_ yada) 

そのときに，浅い水にいる魚のように，誰が楽(幸福)を得ょうか (ga-

dhodake matsya iva sukharp_ vindeta kas tada)。

まさにその日 (divasa)は不毛であると，具眼の士(vicak!')al}a)は知る

べし。制~ (Cr. 12.169. 11， P. 12. 175. 11-12ab， P.12. 277.11) 
P.12.175では上の2行自と 3行目とが入れかわっており， P.12.277では3行

目を欠いている。夜ごとに寿命が短くなっているのに安閑としては居られない，

という意味である。その意味は仏教では Udanavarga1. 33に

『蓋し夜と昼とが過ぎ去ると，どの人々の寿命もますます短くなるであろう

i乙一一四乏しい水における魚どものように一一一彼らに一体何の楽しみがあろう

かJ

ye詞rp_ra竺i_-divapayehy ayur alpatararp_ bhavet / 
alpodake va matsyanarp_ ka nu te持rp_ratir bhavet //18) 

とある。語句の一致〔上に下線で示した)は少ないが，乏しい水における魚の

比除とともに，意味の一致がある。

上の備とほぼ同じ意味のものがさきにもふれた Mugapakkha-jatakaの第

101備に出ている。(下線部は MBh12.169.11とほぼ同じ語句)

『夜の明け方に〔なる毎にJ， どの人の寿命もますます短くなるであろうに
一一乏しい*'乙おける魚どものように一一そこにおいては若さ (komaraka)

は一体何であろうか』

。。
F
町
υ

yassa ratya vivasane ayu丘1appatarari1 siya 

appodake va ma竺恒旦竺坐 kinnu kOmarakarp_ tahiril (101) 

(]ataka vo1. VI， p.269-1O) 
ここでも寿命が日夜短くなることをもって，出家して修行する理由とする。そ

の点は MBh12.169.11の前後の趣旨と一致する。

また上の偶は GandhariDharmaραda 145 ，こ一致する。即ちその原文は
yasa radi vivasil}a ayu aparado si'a 

apodake va matsal}a ki te号au kumula平a(X.6) 

であり，その意味は先のジャータカの第101備に同じである19)。

MBh 1.169.11の後に数種の写本は次のような 3行を挿入している。

『いつでも最初の夜分に胎児は母に入る，

その同じ夜分lこ〔寿命の〕終る人は死へと向かう。

その夜が過ぎ去るときに〔その彼は〉いかなる善をも行わないであろう』
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yam eva ratrirp. prathamarp. garbho bhajati m.ataram / 

tam eva ratrirp. prasthati mara早ayanivartakal;l / 

yasyarp. ratryarp. vyatItayarp. na kirp.cic chubham acaret / 

(Cr. 12. 466*) 

これも人の命の無常なる乙とを説いているのであり，善を行わないうちに死ん

でしまうことを警告しているようである。上に対しては Udanavarga1. 6が

比較される。

『いつでも最初の夜分に母胎に住する人は，安定しないで移って行き，行っ

ては戻って乙ない。』

yam eva prathamarp. ratrirg_garbhhe vasati manaval;l / 

aV1寄thital;lsa vrajati gatas ca na nivartate /120) 

1行自の語句はよく類似しているが，趣旨は違うようだ。乙こでは母胎に生

命(魂)が宿ったとしても，胎児として生長しないでどこかに行ってしまうこ

とを述べているのであろう。漠訳の『出曜経』の解釈はそうである21L しかし

ζ こでも無常観を表していることにかわりはない。ちなみに，Udanavar gaの

この章(第 1章)は Anityavarga(無常品〕といい，世の無常，人の生の無常を

うたう備を集めているのである22)。上に対しては ]atakaNo. 510 Ayogha間関

jataka (鉄屋本生物語)23) の第 l備が比較される。その原文は

yam ekarattirh pathamarh gabbhe vasati manavo 

abbh'unhito va sayati sa gaccharh na nivattati (Jataka vol.IV， p. 

4941-2) (いつでも一夜最初に母胎に住する子は，生じた雲のように横たわ

る。それが行くと戻ってこない)

であるが， H. Luders， Beobachtungon V ber die Sρrache des Buddhistis聞
chen Urkanons， Akademie-Verlag Berlin 1954， !3105. pp.89-90 ほ Uda-
navarga 1. 6， Kharo!?thi Dhammaρada Cvo5 (即ち JohnBrough， The 
Gandhari Dharmaρada 144にあたる)や Hitoρade知 4.84と対比しつつ，

ekarattirp.を evarattirp.， abbhunhitoを avitthito(=avi号thital;l). va 

sayatiを savayati (=sa vrajati) と改めている。 G白~dhιrï Dharmaρα:da 

144はリューダースの右の解釈を支持する原文を示している。ll-Pち

yam eva paqhqー坦radi担些ivasadi m叫 avo

avithidu so vayadi so gacchu na nivatadi (X.8) 

これはつまり先の Udanavarga 1. 6 (の和訳) と同意となる。 このジャータ

カも子(王子)が父(王〕に対して，人は死を免かれないと世の無常を説いて

出家の志を貫く物語である。
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乙のジャータカと同様の物語は ]atakamalaxxxii Ayogrha-jataka に見

られるが，その第21偶(第1行〕が先の伊!と類似する。即ち

yam eva ratrirp. prathamam upaiti garbhe nivasarp. naravira lokal;l / 

ta tal;lprabhrty askhali tapraya早al;lsa pratyaharp. mrtyusamipam eti/ / 

(人の勇者よ。いつでも最初の夜分に世人が母胎における住所に近づくとき

より始めて，彼は進路を誤らずに日毎に死の近くに行く。〉

全〈同ーの偶が Hitoρadesa4.84に出ている。但しそこでは悲しみを慰め諦

めさせる文脈の中に出ている点で，乙れまでのように出家の理由とする例とは

異なる。

次の第12偶 (MBh1.169.12)も仏教の資料と共通の内容を示している。

『欲望を達成しないのに死は人に近づく。花 (Ppu号pa;Cr.は sa号pa，若草)

を摘みつつ心が余所にいっているものを，牝狼が羊を襲うように，死が奪っ

て行く。(l2H
anavapte号uk互meeyumrtyur abhyeti manavam / 

勾号pa♀iva*vicinvantam anyatra-gata-manasam/ 

vrkiva-ura早amasadya mrtyur adaya gacchati / / 

(MBh Cr. 12. 169. 12， P. 12.175.13; P. 12.277.12 は右の第2行を始めに・

し第l行を終りとし，第3行は P.12. 277. 19a におく。 *P:pu叩抑iva)

原文2行目初めを pu号pa-(花)とする読み方を考慮すべきであると考えたが，

匂叩a-(若草)とする読みを採用するならば，恐らくは

『若草を食んで心が余所にいっている羊を牝狼が襲うように，死が奪って行

く』

と訳すべきであるかも知れない。 しかし今は前のように解しておく。つまり

「花(または若草)を摘むJというのは比織的な表現で，人が快楽を追いかけ

ている乙とを指している，と考えてみたのである。

右に対しては仏教の資料 Dhammaραda47-48， Udanavarga 18.14-15が

比較される24)。いまその両方の原文を対比して示してみよう。

Dhammapada Udanavarga 18 

47 pupphani h'eva pacinantam 14 p同 P証平yeva pracinvantarp. 

vyasatta-manasarp. naram vyasakta-manasarp.且aram/ 

suttarp. gamarp. mahogho va suptam gramarp. mahaughaiva 

maccu adaya gacchati mrtyur adaya gacchati // 

48 (ab=47ab) 15 (ab=18. 14ab) 

atittarp. yeva kamesu atrptam eva kameeyu 
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antako kurute vasam 

意味はともに同じく

『ただ花を摘み〔それに〉心とらわれている人を， c例えば〉眠っている村
を洪水が〔襲う〉ように，死が奪って行く。

ただ花を摘み〔それに〕心とらわれている人を，欲望において満足しない

tv antakab. kurute vasam / / 

無常観と出家志向(村上〉

る賢善一夜偶 (bhaddekarattiyogatha，一夜賢者の偶)の中に

『過去を追うこと勿れ。未来を期待すること勿れ。

凡そ過去なるものは捨てられた。未来のものは未だ至らない。

そして現在の法を，それぞれの処において観察し

ゆるがず動じないそれを知って修行すべし (anubruhaye)。

今日こそなすべきことを熱心に〔なすべし〕。誰が明日における死を知って

いょうか。

蓋しあの大軍を有する死 (maha園田namaccu) との遭遇はないのではな

いのだ。

このように住する熱心な，日夜怠らぬ

彼をこそ一夜賢者 (bhaddekaratta)，寂静者，牟尼という。』

(Vol. III. pp.187， 190， 193，200)27) 

とある。とくに上の第5，6行が先の MBh12.169.14の内容と殆ど一致して

いる。上では，過去を追い求めず，未来を期待せず，ひたすら今日の現在にお

いて努めるべきことを説いているのである。

MBh 12.171にかえって見ょう。次にこういう。

『まさに若者こそ法(善〉をならいとするもの (dharma-sila)であるべし。

何となれば生命はとらえられないもの (animitta，無棺。 Pでは anitya，無

常)であるから。法(善)を行えば，乙の世においては名声 (kirti)がある

であろうし，また死んでからは楽(幸福)がある。 同

蓋し，愚療によってとらわれ，子や妻のために躍離する人は，なすべきこ

と或いはなすべからざることをなして，彼ら(妻子〉に養育 (pu号ti)を与

える。(1~.1

(Cr. 12. 169. 15-16， P.12_175.16c-17， P. 12. 277. 15c-17b) 

第15伺は注すなわち善を行うべく，善を身につけるべきことを説く。 その法

(善)は功徳でもあって，死後の幸福の因となる。第16偶は次の備の趣旨につ

ながって，妻子にかかわっている者に死が襲う，といいたいのであろう。次は

乙うである。

『子や家畜に迷い，心執着したその人を， c例えば〕眠っている虎に洪水
が (Pでは，眠っている鹿に虎が) C襲う〉ように，死が奪って行く。 納
欲望に飽きることなくただ集めているそのものを， c例えば〕虎が家畜を
奪うように，死が奪って行く。 倒』

talp. putra -pasu・salp.mattalp.*vyasakta-manasalp. naram / 

suptalp. vyaghralp. mahaugho va** mrtyur adaya gacchati / / 17 

中に，死 (antaka，死魔)が支配下におく』

となる。右の第 1の偶と全く同じ意味を GandhariDharmatada 29425) も

示すようである。さて先の MBh12.169.12と比較すれば，花を摘むという比

喰と，欲望を達成しないうちに死が襲って来る，という点に一致があるが，先

の狼の比輸はここになく，乙乙の洪水の比喰は先の例 (MBh12.169.12)にな

い。しかし洪水の比聡は後で MBh12.169.17に出て来る。 MBhと Dham-

maρada等との親近関係がこ乙にも認められる。

『まさに今や何でもよりよきこと (sreyas)を為せ。汝をこの時 (kala)が

過ぎ去るなかれ。なすべきことが未だ行われないのに，まさに死 (mrtyu)

が近っーいてくる。帥』

明日なすべきことを今なすべし。また午後〔なすべき乙と〉を午前にくな

すべし〕。

何となれば死はそれ(なすべきこと)が行われたか，或いは行われないか

を待たないのだ。

何となれば，誰にいま死の軍勢 (mrtyu-sena，Pでは mrtyu・kala，死の

時)がやって来るかを，誰が知るか。 (14).1

(MBh Cr.12.169.13-14， P. 12. 175. 14-16ab， P. 12.277. 13-15ab) 

死はいつ何時襲って来るかわからない。だから勤勉になすべき乙とを行うのに

努めなければならない，というのである。その勤勉はここでは世俗的業務に対

することではなくて，出世間的な世界をめざしているのが，この節の文脈のよ

うである。そのような勤勉の教えは仏教にも処々見られるととろであるが扮，

この MBhにも繰返されるひ即ち P本等にこの章が繰返されるが， その外l乙

右の第14偶は Cr.12.309. 72 (右の第 l行と第3行)， 787* (同第2行)(=p. 

12.321. 73 (同第1行と第2行))に出ている。また Cr.12.169.14の註記には

この備の前2行は VrddhasatataρaSmrti 65に等しい，とあるが，筆者は

その書を披見する機会を得ないので確認できない。

右lこ死の軍勢 (mrtyu・sena) といわれるが，この語は仏教にも知られてい

る。Majjhima-Nikayacr中部経典.1)の第131経から第134経にかけて繰返され

。A
G
U
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sarpcinvanaki:lm evaikarp*** kamanam avitrptakam / 

vyaghra!;l pasum i.va-adaya※ mrtyur adaya gacchati / / 18 

(Cr. 12. 169. 17-18， P. 12. 175. 18-19， P.12. 277. 17c-19b) 

*P: -sarppannarp. **P.12.175.18: vyaghro mrgam iva. ***P: evainam 

(これに従う。〉※P.12.277.19: vrkiva-uraIJ.am aSadya. 

ともに，突然に死が襲って来て生命あるものを奪って行くことを述べる。同様

の意味はすでに第12備においても見られたものである。

上の第17備についてはパーリ Dhm仰?ωραda287とそのサンスクリット文

Udiinavarg，α1. 39が向趣のものとして比較される28)。

Dhammaραda 287 Udiinavarga 1. 39 

tarp putta司pasu-sa町lmattaヰ1 tarp pu tra -pasu・sarpmattarp

byasa tta -manasarp naram vyasakta -manasarp naram / 

suttarp gamarp mahogho va suptarp gramarp mahaughaiva 

maccu adaya gacchati mrtyur adaya gacchati / / 

その意味は第3旬を『眠っている村に洪水が〔襲う〕ように』とするほかは，

先の MBhCr.12.169.17に同じである。なお上の Dhammaρada.287 bcd 

は同 47bcdに同じく ，Udiinavarga 1. 39bcdは同 18;14bcd !乙同じである。

それについては MBhCr.12: 169.12と対比して，先に見Tこ通りである。いず

れにせよ MBhと Dhammaρada等との関係がふかいことが示された。

第四倍は MBhにこの他にも繰返される。即ち Cr.12.309.19(P.12.321. 

20)， Cr.12. 317. 24 (P.12. 330. 24)がそうである。但しともに P.12.277. 19と

同文で，第3句を vrkiva-ura平amaSadya (牝狼が羊を襲うように)とする。

即ち偶の後半は先に見た Cr.12. 169. 12efに同じである。偶の初めの「集めて

いるものJ(sarpcinvanaka)とは，恐らく先の第12偶 (Cr.12. 169. 12c.のの

ように 3 花(または若草)を集めているものを指すのであろう。 そう見ると

Dhammaρada 48， Udiinavarga 18.14 (前記)が対比される。

次はこうである。

『これは行われた。 乙れは行わるべきである。 乙の他のものは半分行われ

た。このように，願望や楽にとらわれた人をば，死 (krtanta)は支配下に

おく。j Q~ 

idarp krtam idarp karyam idam anyat krtakrtam / 

evarh iha-sukhasaktarp krtanta!;l kurute va白//

『作られた業(karman，行為)の果を未だ得ず，果に執着し(phala-sa企gin勺，

田畑・市場・家屋に執着している人を，死は奪っていく。 働』
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(Cr. 12. 19-20， P. 12. 175. 20-21， P.12. 277. 19c-21b) 

*p. 12. 175. 21b: karma-sanjnita C業(行為)によって名づけられたJ.

P.12. 277. 20d: karma-sarpgin C業(行為)に執着する〉

『力劣る者と力ある者と勇者と臆病者と愚者と賢者と，あらゆる欲望の目的

を達しないものを，死は奪って行く。j (P. 12.175.22， P. 12.277. 21c-22b， 

Cr.12.469り

以上，死は思いもかけないときに，しかもあらゆる人に襲って来ることを，種

々に述べるのである。そのような説き方は，仏教にも見られるところである。

とくに上の第四得に対しては，Udiinavarga 1. 41が同様の趣旨を述べるもの

として比較される。すなわち

『私によってこれは行われた。これを行ってからこれは行わるべきであろう

と，乙のように，動揺している人 (martya，死すべき者)びとを，老と死と

は踏みにじる的。』

idarp krtarp me kartavyam idarp krtva bhavi号yati/ 

ity evarp spandato martyarp jara mrty前 camardati / / 

語句の一致は少ないにしても，全体の趣旨は一致しているというべきであろ

っ。

MBh 12.169にかえって見ると，次はこうである。

『死と老と病と〔いう〕多くの因を有する苦が，もし身体に付きまとってい

るならば (P.12.277. 23a:もし死すべき者=人によって捨てられないなら

ば)，どうして〔汝は〕安住している (svastha)かのように暮らしているの

か。 (21)

有身者 (dehin，ひと〉が生まれるや否や，死 (antaka)は〈寿命の〉終

りのために，また老もついていく。これら静止せるもの(植物)と動くもの

(動物)との諸の存在 (bhava)は両者(老死)につきまとわれている。締』

(Cr. 12.169.21-22， P.12.175. 23-24， P.12. 277. 22c-24b) 

以上は老死が生きているものにとって不可避なることを説く文である。

次に家庭生活をしている者の楽しみは実は死にいたるものであり，繋縛であ

ることを説く。

4 死の克服の道

『あるいは， およそ村に住む者の楽しみ (rati) とは， これはま乙とに死

(mrtyu)の家 (grha，P: mukha，口〕である。凡そ森 (araIJ.ya)とは即
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ち神々の集いの場所 (go号tha)である，と天啓 (sruti)はいう。 倒

およそ村IC住む者の楽しみとは，乙れは縛る縄である。善行の者たちは乙

れ(縄=楽しみ〉を断ち切って行く。悪行の者たちは乙れを断ち切らない。

伺』

(Cr.12.169.23-24， P. 12. 175.23-24， P.12.277.25c-27b) 

村IC住む者即ち在家の楽しみは実は輪廻繋縛の因であり，死への道であるとと

を説くのであろう。それに対して出家して森に住することを勧める。上の第24

備は MBh(Cr) 12.309.70， 12.316.37にも繰返される。

次t乙，死を超克すべき徳目を説くことになる。まず不殺生を説く。

『誰でも意・語・身の因によって，生類 (pra早a，P: jantu)を殺害しない

者は，生命と実利を奪う*業(行為)によって，束縛されない。 (*P.12.175.27

では，生類によって殺害されない。 P.12.277.28では，生類によって束縛さ

れない。) 帥』

(Cr.12.169.25. P， 12.175.27， P. 12. 277. 27c~28b) 

続いて，死を克服するものとしで，真実を強調する。

『死の軍勢 (mrtyu・sena)がやって来るのを決して誰も阻止しない。*捨て

るべからざる (asarptyajya) 真実 (satya)なくしては。というのは不死

(amrta)は真実に依存しているからだ。 (*Pによれば，真実なくしては。非

真実は捨てるべきである。 (asattyajyarp)。…・・〕 帥

それゆえに，真実の誓戒を行い (satya;vrata -acara)，真実の実習に専心

し (satya-yoga -paraya:Q.a)，真実をよろ乙び (satyarama)，平等にして，

節制(自制)する者 (danta)は，真実によってのみ，死〔神)(antaka) 

lζ勝つべし。 納

そしてまさに不死 (amrta)と，死 (mrtyu)とは両方とも身体にもとづ

いている。愚癒 (moha)によって死にいたり，真実によって不死広いたる。

帥』

(Cr. 12. 169.. 26"-28. P .12.175.28-30， P. 12. 277‘ 28c~30b; P.12.277には

上の第26備に一致する偶はない。但し P.12.277.25b=Cr.12.169. 26d -CP.. 

12. 175. 28d)に等しい。〕

真実 (satya)とは，虚偽の反対であって， 嘘を言わないことと考えられる。

真実語はしばしば奇蹟を生ずる不可思議な力をそなえている，ということが，

MBh等や仏教(ジャータカやアヴァダーナ)において処々に伝えられている跡。

ところが，上の第28偶においは，真実は愚療と対比的に用いられている主乙乙
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から，真実とは嘘を言わないのみならず，真実の知を意味しているように考え

られる。

更に徳目が並べられる。

『その私は不殺生をまもり (ahirpsra)，真実を求め (satyarthin)，欲望と

念怒とを排除し (kama-krodha -bahi!lkrta)，苦と楽とに平等に (sama-

dub.khaもukha，P.12. 277. 31a: sam話rityasukharp楽に依存して)安穏
にして (k!lemin)，死を捨てるであろう。死なないもののように (ama-

rtyavat， P.12. 277. 31d: amrtyuvat)。倒

〔私は〕寂静の祭把をよろ乙び (santi-yajna -ra ta)節制(自制)し，党の

祭紀 (brahma-yajna) に立ち，語・意・業(行為) の祭杷をなす (Va企-

manab.-karma -yaina)牟尼(聖者)として， c死後i乙神路即ち〕太陽北行
の路 (udagayana)にあるのであろう。 帥

殺生をする (hirpsra)家畜の供犠 (pasu-yajna)をもって，私のような

者が，どうして供犠をすることができるか。智慧ある者は有限なる武士式供

犠住専atra-yaj丞a，P: k!letra-yajna国土の供犠)をもって，吸血鬼のよう

に (pi臼cavat)C供犠をする乙とができるか。〕 倒』

(Cr. 12. 169. 29-31. P. 12. 175. 31-33， P.12. 277. 30c-33b) 

とこには特に不殺生が説かれる。先にはヴェーダの規定する供犠(祭杷)も，

不殺生という観点からここで否定される。不殺生を重んじ供犠を否定する乙と

は仏教にもジャイナ教にも見られるし，後のサーンクヤ派でも言うととろであ

る31)。供犠(殺生を伴う〉への批判は，それなりに広い支持を得ていたと考え

られる。

但し，供犠への批判や供犠の放棄は，右においても，出家者の生き方において

見られるととに注意すべきであろう。四住期の中の第4の遊行期(parivrajya) 

は遁世遊行 (sannyasa)の生活をするのであるが，そのサンヌヤーサ(遁世，

捨離) とは， 同時に供犠，行祭の放棄をも意味している。 サンヌヤーサの是

非の議論は，行祭の放棄の是非の議論となることは， サーンクヤ派 (Yukti-

diPika ed. by R. Ch. Pandeya PP. 1613-198) や，ヴェーダーンタ派 (San-

kara ad Brahma-sutra 3.4.18-20)等において見られる3D。詳しくは別に

考察したい。

次に，右の第30偶に「太陽北行の路」というのは，神路 (deva-yana，天道〉

を指し，死後に神路を進んで，党または究天界に達することを理想としたもの

と考えられる。初期の古ウパニシャド (Chandogya-U，ρani.抑d5.3-10， Br-

hadara!"yaka-UP. 6.2等)に神路と祖道 (pitr-yana，死後月界に至るが再び
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乙の世に再生する道)との二道が説かれる32)。その説をここに承けるのであろ

う。仏教は二道説を採用しない。

さて，この章の最後の6燭を見ょう。

『凡そ， その語と意とがつねに正しく向けられ，苦行〔と〕捨離 (tapa-

tyaga) とヨーガ CP.12.175.34では真実)があるものこそは，一切を得る

であろう。 (32)

明知 (vidya) に等しい限なく， 明知に等しい力 Cbala;P.12. 277. 35: 

phala，果)なし (P12.175. 35では，真実に等しい苦行なく)，貧欲 (raga)

に等しい苦はなく，捨離 (tyaga)に等しい楽はない。 倒

アートマン(我)においてのみ，アートマンによって生まれ，アートマン

に安住し，或いは子孫もなくとも，アートマンにおいてのみ (P.12. 277. 34: 

atma-yajnaアートマンを祭るものとして) C私は〕あるであろう。子孫は

私を救わない。 帥

婆羅門には乙のような〔よい〕財(vitta)はひ也には〉ない。即ち孤独

(ekata)，平等性 (samata)， 真実性 (satyata)，戒行に立つこと (釘le

sthitir， P. 12.175.37: sila中 sthitir，戒行，安住)，罰杖を控えること (daJ;l-

qanidhana)，正直 (arjava)，そして処々において諸の行為 (kriya)を休止

すること。 胸

婆羅門よ。まさに死ぬであろう汝にとっては，財をもって何としよう。ま

た汝にとっては親族をもって何としよう。汝にとって妻たちをもって何とし

よう。洞穴 (guha心臓)に入っているアート 7 ン(我)を求めよ。汝の祖

父や父はどこに行ったか。 倒

ビヒーシュマは言った。

子のことばを聞いて，父はそのようになした。王よ。汝もまた，真実と法

とに専念していatya-dharma-parayaJ;la)，そのようになせ。 間』

(Cr.12.169. 32~37， p.12.175. 34~39， P.12. 277. 33c-39) 

これをもって，この章は終る。上の第33備は Cr.12.316. 6にくりかえされ，

第38偶は Cr.12.309. 71にほぼ等しい。さて，上においては，欲を捨てて出家

し，戒行に立って，明知を得べきことを説くのであるが，特にアートマン(我)

の探求を説く。そのアート 7 ンとは何か，必ずしも明確ではないが，洞穴(心

臓〉に入っている，という点は，Katha-Qρ.2.20やSvetasvatara-Uρ.3.20等

にも述べられている3めように，個人の霊魂としてのアートマンであろうが，同

時lこ超{個人的世界霊魂でもあろう。だから第34偶に「アートマンにおいてのみ，

アートマンによって生まれ，アートマンに安住し」といわれるのであろう。そ
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ういうアートマンの探求を説くところにおいて，仏教とは距たってくる。

最後のアート 7 ンを求める点を除けば，人生の無常を説いて，出家の生活を

志すべきことを示唆するこの章は，仏教およびジャイナ教と共通のテーマを扱

っている，といえよう 34)。

そしてp 出家の生活は，無欲，無所有を理想、とする。無所有を説くのは次の

2章 (A111h12.170-171)である。その中，とくに仏教と共通の素材が認めら

れる第171章については，先に見7こ通りである35L

註

1) P.12.277.4の後半は異なり

『解脱と法(義務，善) t乙通院していない(父〕に，解脱と法に明るい〔息子〕 は

〔言ったH
の意となる。なおPは第5燭の前に「息子は言った』という諮を加える。

2) Sa白kara，Brhadiira1Jyaka句Utani$ad-Bhii干ya4.5.15 

(AnSS 15 p. 7156-つに引用される。但しそこでは第1行日中簡を putra-pa utran 

とする。

3) r南伝大蔵経」第35巻185-215ページ(高田修訳〉参照。
4)仏教の Sutta刊 itiita3.2 Padhana-sutta (精勤経〉によれば，仏陀がNeranjara

(尼連禅i可〉の畔で禅定iζ励んでいるところに，悪魔 (Mara= N am uci)が近づいて，

生命にかかわるから精進を止めることをすすめ，

『汝が党行を行じ， c祭〕火への供物 (aggihutta) を捧げるならば，多くの福徳
(punna)が積まれる。精進 (padhana，精勤〉をもって何をなされるか.J(Sutta-

nitiita 428) 

という。仏陀の態度は勿論， i決然として精進を続けるというのである。これもまたヴェ

ーダの祭紀の批判を含むという点で「父子の対話」に類似の対話と考えられよう。但し

ここには林住期，遊行期への言及はない。

5) Jarl Charpentier (edふ TheUttariidhyayayanasutra being the first Mu-

lasutra 0/ the Svetiimbara ]ainas， Upsala 1932 1. PP.119-125 (原文);2. PP. 

332-335 (註記〉。

Pa rp.nyasasr ibuddhi vij a yagal，1I -sarikali ta -sa rp. skrta -chay亘ーsahitani 

Srimanty Uttariidhyayanasutrii1Ji (Sri Virasamaja edふ Rajanagara1932， 

pp_ 78b-84a) (原文とサンタスクリット訳〕参照。

H-J acobi (trふ ]ainaSutras Part II (Sacred Books 01 the East vo!. 

XLV) pp.61-69 (英訳〉

Jarl Charpentier， Studien uber die indische Erzahlungs-literatur， ZDMG 

62，1908 PP.725-747 (]iitaka No.509や MBhとの比較研究〉参照。

6) Utt. XIV.48には Usuyariとあり，ヤコービは Ishukari(即ち I~ukãri) とお

きかえている。一方 Utt.XIV.3には Usuyara という名で出ており，ヤコービは

Ishukara (ニI号ukara)とおきかえている。 Virasamajaの刊本でも同じ。

7)前記 Virasamajaの刊本を参照したが，逐語的にサンスクリッ卜形におきかえた。
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なおプラークリット原文には双数 Cdual)はなく，複数が用いられているが，ここでは

2人の息子に対していうことばであるから，最後のー句を Virasamaja本にしたがい

双数とした。

8) veya ahiya na bhavanti ta早arp.bhutta diya ninti tamarp. tame早arp./ 

iaya ya putta na havanti ta早arp. ko早amate a早umannejjaeyarp. / / 

(ニvedaadhita na bhavanti tra早arp.bhojita* dvija nayanti tamas tamasa / 

jatas ca putra na bha vanti tra早arp.ko nama te anumanyeta-etat //) 

ネbhuttaは bhuktaIこ相当するが意味上 bhojitaをあてた。Virasam亘ja本に従う。

なお上 (Utt.XIV.12)は JatakaNO.509の第5侮(前記〕と比較されうるが，こ

の外にも，両者に類似する伺があることを，シャルパンティエは指摘しているCZDMG

62，1908 Pp. 725~747)。いま同ジャータカの傷番号を左に出し，右にそれに相当する

Utt. XIVの燭の番号を示して見ょう。

9 
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ca (このように世間は死と老とに打ちひしがれている〉ともほぼ同趣である。

13) Virasamaja本は labhavaheとするが，いまは原文にできるだけ近いままで理解

しようとした。なお labhetとも考えられる。

14)但しシャルパンティエは humeを bhavamiと説明するのに疑問をさしはさみ hu

meニkhalumeであろうとし，もしそうならば cintaparaは実名詞として用いられて

いるとして， CP. Turner J RAS 1913 P. 302と註記する (TheUttaradhyayanasiitra 

2 p.334)0 R. L. Turnerは Dvavitrtsatyavadanakathaという仏教の物語(多くは

Avad向。satakaから借用している〉の本の言語の研究 Noteson the Language of 

the Dvavimsatyavadanakatha (JRAS 1913 PP. 289~304) において，cintapara， 

thoughtとのみ記している Cp.302)。その本は未刊であろうし，確認できない。シャル

パンティエの提案も，したがって未決定のままであろう，と考えられる。なおbhavami

l乙対しては homiが相当する。

15) P. Deussen， Vier Philosoρhische Texte des Mahabharatam P. 119: was 

kann ich mir dovon versprechen， das ich， von dem (vedischen) Wiss巴n

umhullt， dahinginge. 

16) Pratap Chandra Roy (trふ TheMahabharata vol. IX p. 6: how can 1 pass 

my time without covering myself with the garb of knowledge 

17) apisabdasya bhagurimatena akaraloparp. krtva nan-samasal;l (apiという語

はパハーグリの見解ではa字の脱落となして，否定 naの複合語である。〉また前註のロ

イの英訳の註記参照。

18) Franz Bernhard， Udanavarga (Sanskrittexte aus den Tur fanfunden X， 

Gattingen 1965) p.108' - 2 • 

『法句経』巻上 u大正~ 4， 559上 24-25)および『出曜経』巻3 (r大正~ 4， 621 

中，下。また巻2，616中〉には次のようにある。

是日巳過命則随減如ニ少水魚ー斯有二何楽一

Dhamma仰向と Udanavargaと漢訳資料との比較には，丹生実憲『法句経の対照研

究法句経の発展成立史研究~ C昭和43年，兵庫県氷上郡市島町岩戸寺)，水野弘元「法匂

経対照表Jcr仏教研究』第3号，第4号，第5号。昭和48年， 49年， 51年〉参照。
19)但し te相 (=te号am彼らの〉は tahiIIl (そこにおいて〕と同じでない。 yasa(= 

yasya)…te刊〔ニte詞m)の関係とすると，やや破格であろうから，疑問があるよう
だ。

20)この漢訳としては『出曜経』巻1(r大正j4， 612下〕に

若如三初夜 識降一母胎一日渉遷変逝而不レ還

『法集要領経』巻1 a大正~ 4，777上 17-18)に

警如二人初夜 識託ニ住母胎 4 日渉多選変逝而定不レ還

21) r大正~ 4， 612下 25I乙

識処二母胎一生滅不レ停亦復如レ是

という。

22)漢訳の『法匂経』にも「無常品第一」があるが， この備を含まない。『法句警聡経』

も同様。『出曜経』も「無常品第一」を初めにおく。但し『法集要領経』は「有為品」

と称している。

Jataka No.509 Hatthipala -jataka 

4 

5 

7 

10 

15 

16 

17 

18 

Uttaradhyayana-sutra XIV 

12 

27 

20 

29 

36 

44-45a 

38 

.ス 20 48 
ヂユ ヤヲユス サーマJ

9) rおよそ讃歌・祭詞・歌詠と呼ばれる ζの行事の群Ckriy亘-kalapa)はすべて無価値
Cvigu早a)であると認識している私には， (それは〕正しい Csamyak)とは恩われな

。、
し

故に Ctasm五t)，覚悟ができ (utpanna-bodha)，日市の認識に満足し Cguru-vijnana喝

trpta)，願望なく Cniriha)，善を本性とする者 (sad亙tman)には， ヴ、エーダi乙何の

用がある~ CMarka苧4eyaψura1JaX.28-29) 

10)たとえば Satrtkhya-karika2とその註釈，とくに Yuktiditika参照。

11) r南伝大蔵経』第37巻， 350-420ページ(高田修訳〉参照。この物語はCariya戸itaka
PP.28-29 CTemiyapal)Qitacarita) a南伝大蔵経』第41巻，松湊誠廉訳所行蔵経，
409-411ページ)， r六度集経J巻4(38) a大正~ 3.20中下)， r太子慕線経~ (同，408中-

409下)， r太子墓瞬経~ C同， 410上下)， r根本説一切有部毘奈耶』巻19(r大正~ 23， 

724上一726上〕にも見られるが，今問題とする偶は見あたらない。また Bharhutの彫

刻にも Mugapakiya-jatakaの銘とともに描かれており，乙の物語が古くより流布し

ていたことが知られるO 杉本卓洲「ジャータカとボサツJcr宗教研究~ 167号， 1961年
3月， 51ページ〉参照。その図は A.Cunningham， The Stuta of Bharhut 1879， 

Plate XXV.4 cr南伝大蔵経』第37巻の巻初の挿図7はその転写〉に出ている。なお
MBh 1.169. 7~9 が Jãtaka NO.538 gatha 102-104に比較されることについて Cr.
の編者は気づいていないようだ。

12)なお第1行目は Sutta寸zitata581 evam abbhahato loko maccuna ca jaraya 
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23) r南伝大蔵経』巻35，216-230ページ(高田修訳〕参照。 ζれは，生まれて以来，女

夜叉から護るために鉄の家の中で育てられた王子が成年に達して，父王に会ったとき，

人の生の無常を説いて， 出家の意志を貰し という物語である。これと同様の物語は

Jiitakamiila xxxii Ayogrha-jataka， Cariyaρi!aka p.26 CAyogharacariya) 
cr南伝大蔵経』第41巻405-407，松濡誠廉訳)~こも見られる。
24)漢訳『出耀経』巻19，華品第19Cr大正j4， 710中下〉に

如レ有二採レ華 専意不レ散 村睡水漂ー 為レ死所レ牽

立日レ有二採レ華専意不レ散 欲意無v厭 為レ窮所レ困
「法集委頑経』巻2，華日食品第18Cr大正j4， 786中〕に

如下人採二妙華ー 専意不二散乱 4

因レ眠遇，[，71<.漂上 俄被二死玉降一

如下人採二妙華ー 専意不ニ散乱

欲意無中厭足上 常為レ窮所レ困

とあり，パーリ文やサンスクリッ卜文に一致すると考えられる。

25) pu早al，liye va payi早aduvasita-mal，lasa nara sutu gamu mahoho va ada" 

(欠文があるが Dhammゆada47 ~乙逐語的に一致する。〉

26)仏陀が入滅直前に言われた，いわゆる最後の遺教に『諸行(万象〉は壊滅を性とする。
不放逸に努力せよjC vaya -dhamma sarpkhara， appamadena sampadetha)とパー
リ文 Mahaparinibbana-suttantaCDigha-Nikaya vol. II. p.156)にあるのは有名
であり， r長阿合経』遊行経 Cr大正j 1， 26中にも，不放逸を教え万物の無常を説いて
いる。〔但しサンスクリット文 Mah砂arinirva]JasutraCed. by E. Waldschmidt， 
III. p.394)では，比然を命じ，諸行は壊滅を性とする，と説いている。〕
また Udanavargaの第4章は Apramada-vargaといい，不放逸を説く偶が集めら
れている。不放逸 Capramada)とは結局，勤勉であり，つとめはげむことでもあるで

あろう。 なお中村元博士はその主主を「はげみ」と訳されている。(岩波文庫『真理のこ

とば感興のことばJ172ページ〉。

27)この偶とその説明から成る経が Majjhima-Nikayavol. III ~乙 4 つ CNos.131-134)

あり， r中阿合経j~乙三経(巻43 ， Nos.165-167)ある。両者の関係を示すと次のよう
になる。

No.131 Bhaddekaratta-sutta 

132 Ananda-bhaddekaratta-sutta (167)阿難説経

133 Mahakaccana-bhaddekaratta"sutta (165)温泉林天経
134 Lomasakaugiya廿wddekaratta唱utta (166)釈中禅室尊経

なお最後の経に対しては， r仏説尊上経j C竺法護訳， r大正j2， 886上〉が同類の異本
である O この偽が重視されたことが，以上から知られよう。漢訳では次の通り。

慎莫レ念二過去 亦勿レ願二未来

過去事巳滅 未来復未レ至

現在所レ有法 彼亦当レ為レ思

念無レ有=堅強 慧者覚レ如レ是

若作本二聖人行ー 敦知レ愁二於死一 C*学とするところもある。〉
我要不レ会レ彼 大苦災患終
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如レ是行二精勤一 昼夜無二世罪怠

是故常当レ説二 股地羅帝伺ー

Cr中阿合経』巻43，r大正jL 697上，中， 698中，下， 699中，下， 700上〉
右の4-6行自がノfーリ文と異なっおり，死の軍勢への言及はない。また上の異訳には

過去当レ不レ憶 当来無求念

過去己尽滅 当来無レ所レ得

謂現在之法 彼彼当ニ思惟

所レ念非二牢固 智者能自覚

得巳能進行 何智憂一命終

大衆不レ能レ脱

昼夜不レ捨レ之

我キ心不レ離レ此

如レ是堅牢イ主

是故賢善{馬 人当レ作是観ー cr仏説尊上経.1， r大正JL 836中〕
とあって，やはり 4-6 行目がノf~ リと異なっているO

また『稔伽師地論』巻19Cr大正J30， 387下一188上〕には

於二過去ー無レ恋 不レf希求未来
現在諸法中 処処遍観察

智者所増長 無レ奪亦無レ動

という偶を賢善頒(188J二〉といって百|いて説明している。これは上記ノfーリ文(和訳〉
の初4行の中，第2行を除いたものに相当する。

28)漢訳『法句経J巻下，道行品第28Cr大正j4， 569中13-14)に

人営妻子一不レ観コ病法 A 死命卒至 如 :71<漏駿一

cr法句讐除経』巻，:¥， r大正j4， 598..1二9-10も同文〉

とあるのが参照される O が，さらに『出耀経』巻3，無常品第1Cr大正J4， 624上) ~ζ 

生レ子歓橡愛染不レ離酔遇暴河ー溺没二形命

とある。

29) r出耀経』巻3，無常品第1Cr大疋J4， 625上10-11)に

為レ是当レ行レ是 行二是事一成レ是

衆人自労役 不レ覚老死至

『法集要領経』巻L有為品第1Cr大正j4， 777下26-27)に
立日レ是諸有情挙動貧栄楽

無常老病侵 不レ覚レ生二苦悩

『法匂経』巻1，無常品第1Cr大正J4， 559ヰ18一切に

是務是吾作 当二作令v致レ是

人為一此惨擾ー履践老死憂

とある。

30) MBh等における真実語 Csatyaセriya)の用例およびその研究史〔文献〉について

は原実「古典インドの苦行J(昭和54年，春秋社)9-10， 16， 439-440， 446ページ参照。
また同["tapas， dharma， pu早yaC土 sukrta)JC平川彰博士還暦記念論集『仏教におけ

る法の研究』昭和50年，春秋社)517， 538ページ参照。
ジャータカやアヴァ夕、、ーナの類における例については，奈良康明「真実語についてー

仏教呪術のー側面-J cr日本仏教学会年報』第38号，昭和48年， 19-38ページ〉参照。また
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Eugene Watson Burlingame， The Act of truth (saccakiriya): A Hindu 

spell and its employment as a psychic motif in Hindu fiction， ]RAS 1917 

pp.429~467 参照。

31)拙稿「インド哲学における知と行ーjnanaとkarmanに演する Yuktidipikaの議

論一Jcr日本仏教学会年報』第45号，昭和55年〉参照。
32)拙稿「五火二道説の展開Jcr印度学仏教学研究』第27巻第2号，昭和54年3月， 47-52
ページ)， I死後の運命と知と業一五火二道説考ー(上，下)~ cr文化』第43巻第1・2
号，昭和54年目月， 30-48ページ，第44巻第1・2号， 昭和55年9月， 1-15ページ〉。

33) 拙著『サーンクヤ哲学研究ーインド哲学における自我観ー~ c春秋社，昭和53年)550一
551ページ参照。

34)中村元「生、活者の倫理一マハーパーラタにおける主張-J cr法華文化研究』第3号，
1977年〉の中に，この章の和訳があり C61-66ページ)， I父と子の対話一無常と人生一」

と題している。しかし中村博士はここに「出家の志向」を読みとってはいない。

M. Winternitzは，この章lこバラモンの道徳と行者の道徳、との対立を見，息子の代

表する人生観は仏教徒やジャィナ教のものであるという。 Geschichteder indischen 

Literatur 1 Bd. S. 360，中野義照訳『叙事詩とプラーナ~ (高野山大学， 1965年)124 

ページ。

35)拙稿「無欲と無所有一マノ、ーノ九ーラタと仏数(1)-J cr東北大学文学部研究年報」第
29号，昭和55年3月〉

補註(1) MBhの版本等の略号

Cr.=The Mahabharata lor the first time critically edited by V.S. Sukthan. 

kar Cand otthers)， 22 vols， Bhandarkar Oriental Institute， Poona 1933~ 

59.乙の番号に従う。

P=Mahabharatam with the Commentary 01 Nilakantha， Poona 1929~33. 

D=P. Deussen und o. Straus， Vier Philosoρhische Texte des Mahabharatam: 
Sanatsujataparvan.Bhagavadgita.Mokshadharma-Anugfta， Leipzig 1906. 

補註(2) 本稿脱稿後l乙N.S. Shukla ed.， The Buddhist Hybrid Sanskrit Dharma-

仰 da，K.P. Jayaswal Research Institute， Patna 1979が刊行された。 (BHSDh

と略。〉

Dhammapada 47-48， Udanavarga 18.14-15 (上記61-62ページ〉に対してはBHSDh

128-129が対比される。すなわち

128 pu叩亘早iheva pracinantarp. / vyasatta-manasarp. nararp. / 

suttarp. gramarp. mahogho va / maccur adaya gaccati / / (8.8) 

129 (ab= 128 ab) 

asarp.sannesu kamesu / antako kurute va匂//C8.9) 

意味も大体同じ。 asarp.sannaは Udanavarga18.15の atrptaと同一ではない

が，結局同趣となるのであろう。

Dhammaρada 287， Udanavarga 1. 39 C上記64ページ〉に対しては BHSDh

365 tarp. putra-pasu-sa早mattarp./ vyasatta町manasarp.nararp. / 

sutta早 garp.marp.mahogho va / maccur adaya gacchati 11 (20.8) 

が対比される。意味は Dhammaρada287 !乙同じである。
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サーサナーランカーラ・サーダン

(SASANALANK.A.RA CATAM:) 

ーピルマの仏教史に関する伝承の記録一

( 2 ) 

池田正隆
〈大谷高等学校教諭〉

~ 2 第一回仏典結集が挙行されねばならなかったことについ

ての要約

1 【P.12】1)善桧，不善法，無記法などにより善業，悪業の原因と， (望奨の

諸果をお説きになられた世尊ゴータ 7 最勝仏が，般j空襲に赴かれた後4か月白

に，ラージャガハく王舎城>国のアジャータサットウく阿闇世〉王に依拠して

く協力していただいて>，尊者7 ハーカッサパく摩詞迦葉〉を上康とする阿羅

漢五百人が第一回仏典結集をご挙行なさいました一ーと， cこの〕サー夕、、ン
く記録文書>の質問のところにありました叱〔それは〕原因がないのに仏典結

集く合請>をなさったということではありません。事情が特別にあって仏典結

集が挙行されました。 くその〉特別の事情とは，一一全智者なる仏陀が般担架

に赴かれて7日を経た時， 一千二百五十人めの比丘僧伽と共にパーワ-Pava 

国からクシナーラ KusinayurhC>Kusinara) 国へ行かれる旅の途中の尊者

マハーカッサパは， cみ仏が〕ご入滅なされたことを聞いた比丘僧伽一同が号
泣しているところで，年老いて出家せるのスパツダ SubhadC>Subhaddha) 

く須抜(陀)>比丘の「号泣するな。何を心配する乙とがあろうか。 ゴータマ

〔仏陀〕が亡くなって，私たちは為したいζ とや好きなことができるではありま

せんか」との言葉をお聞きになられて， i乙の比正のような異議 visabhogaめ

によって，優れたご教説が破壊されていく ζ とになるのであろうか」と，教法

に対し畏懐心 Dhammasarhvehaのく心配>が生じました7)。

2 【P.13】 「今日では，まだ黄金l乙等しい〔み仏の〕ご遺体が明らかに存

在しているのに，刻苦してど完成なされたご教説の中に，非常に大きな災難，
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